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考

三
七

は
じ
め
に

『
新
古
今
集
』
撰
集
が
実
質
的
に
終
了
し
（
承
元
三
・
四
年

（
一
二
〇
九
・
一
二
一
〇
）
頃
）、
後
鳥
羽
院
に
よ
る
和
歌
活
動
が
疎
ら

と
な
っ
て
、
順
徳
天
皇
歌
壇
が
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
建
暦
二
年

（
一
二
一
二
）
か
ら
承
久
の
乱
（
承
久
三
年
（
一
二
二
一
））
ま
で
に

催
行
さ
れ
た
歌
合
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
順
徳
天
皇
は
、
こ
の
間
に

歌
合
を
盛
ん
に
催
し
て
お
り
、
ざ
っ
と
数
え
て
も
七
〇
回
以
上
に
及

ぶ
（
証
本
伝
存
の
歌
合
及
び
『
紫
禁
和
歌
草
』
等
に
よ
る
）。
歌
合
は

順
徳
天
皇
の
和
歌
活
動
の
中
心
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
し
か
し
、
順
徳
天
皇
歌
壇
に
つ
い
て
は
、「
後
鳥
羽
院
の
完
全
な

支
配
下
に
生
ま
れ
た
順
徳
院
中
心
の
建
保
期
歌
壇
が
、
嘗
て
の
元
久

期
歌
壇
と
比
べ
て
、創
造
性
に
乏
し
い
も
の
に
終
わ
っ
た
」
と
の
指
摘

も
あ
る
。
し
か
し
、
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
関
し
て
は
順
徳
天
皇
に
新

た
な
試
み
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、そ
の
一
例
と
し
て
、建

保
三
年
（
一
二
一
五
）
六
月
十
一
日
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
を
取
り

上
げ
て
考
察
し
た
い
。

建
保
三
年
六
月
は
、
後
鳥
羽
院
が
同
月
二
日
に
『
四
十
五
番
歌
合
』

を
催
し
て
い
る
が
、
結
果
的
に
こ
れ
が
隠
岐
遷
幸
ま
で
に
院
が
催
し

た
最
後
の
歌
合
と
な
っ
た
（『
建
保
四
年
院
百
首
』
等
、
以
後
も
歌
合

以
外
の
催
し
は
行
わ
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
順
徳
天
皇
は
、
こ
の
年
九

月
十
日
に
定
家
に
「
名
所
百
首
可
注
進
由
」
の
「
綸
言
」
を
与
え
（『
明

月
記
』
同
日
条
）、
十
月
に
『
内
裏
名
所
百
首
』
が
詠
進
さ
れ
た
年
で

も
あ
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、こ
の
年
の
順
徳
天
皇
に
よ
る
歌
合

催
行
は
九
月
九
日
『
当
座
撰
歌
合
』
が
最
後
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

建
保
三
年
六
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一
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卿
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客
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歌
合
考
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原
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を
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さ
て
、
当
該
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
は
、
順
徳
天
皇
内
裏
で
催
さ

れ
た
、
三
題
（
野
外
夏
草
・
月
色
似
秋
・
契
経
年
恋
）、
十
五
番
の
歌

合
で
、
出
詠
歌
人
は
、
左
方
が
、
順
徳
天
皇
、
藤
原
定
高
、
同
範
宗
、

同
忠
定
、
同
範
基
、
右
方
が
、
藤
原
雅
経
、
同
保
季
、
同
行
能
、
同

康
光
、
同
資
隆
の
計
十
名
で
、
天
皇
と
近
臣
を
中
心
と
し
た
構
成
で

あ
る
。
証
本
の
端
書
に
よ
っ
て
衆
議
判
が
行
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

判
詞
・
勝
負
付
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
順
徳
天
皇
歌
壇
に
お
い
て
判

者
を
務
め
た
り
、
判
詞
執
筆
に
携
わ
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
、
順
徳

天
皇
、
定
家
、
家
隆
だ
け
な
の
で
、
定
家
・
家
隆
の
出
詠
が
な
い
当

該
歌
合
に
は
判
詞
は
付
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

当
該
歌
合
か
ら
勅
撰
集
に
は
、『
新
続
古
今
集
』
に
四
首
入
集
す
る

の
み
で
、
定
家
を
は
じ
め
そ
の
子
孫
の
二
条
家
・
京
極
家
の
勅
撰
集

撰
者
が
関
心
を
持
っ
た
形
跡
は
な
く
、
当
該
歌
合
の
伝
本
も
近
世
写

本
数
本
と
群
書
類
従
本
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
当
該

歌
合
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高
」
と
作
者

標
記
に
記
す
藤
原
定
高
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。『
和
歌
文
学
大
辞

典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
で
は
当
該
歌
合
に
つ
い
て
、「
定
高
が

「
栗
下
覆
勘
」
と
号
し
て
出
詠
し
、
一
人
狂
歌
を
詠
ん
で
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
」（
家
永
香
織
執
筆
）
と
あ
り
、同
「
定
高
」
の
項
目
で
は
、

「
無
心
連
歌
や
狂
歌
を
得
意
と
し
、
順
徳
天
皇
内
裏
歌
壇
で
は
建
保
三

年
六
月
一
一
日
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
に
「
栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原

定
高
」
と
し
て
狂
歌
三
首
を
詠
む
。
同
八
月
二
一
日
『
内
裏
狂
歌
合
』

に
も
参
加
（『
明
月
記
』）」（
唐
沢
正
実
執
筆
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
当
該
歌
合
に
お
い
て
は
狂
歌
や
無
心
連
歌
と
関
係
す
る
定
高
詠

に
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
定
高
詠
の
表
現
や
「
栗
下
覆
勘
」
と
い
う
呼
称
、
ま
た

当
該
歌
合
の
意
義
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

な
お
、
定
高
は
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
生
、
嘉
禎
四
年

（
一
二
三
八
）
没
、
四
九
歳
。
参
議
光
長
男
、
兄
長
房
猶
子
。
建
久
九

年
（
一
一
九
八
）
従
五
位
下
。
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
に
長
房
が

参
議
を
辞
し
て
右
少
弁
に
任
じ
て
以
降
弁
官
と
し
て
活
躍
す
る
。
当

該
歌
合
催
行
の
建
保
三
年
の
前
年
、建
保
二
年
十
二
月
一
日
に
は
、右

大
弁
、
蔵
人
頭
と
な
り
、
禁
色
を
聴
さ
れ
て
お
り
、
順
徳
天
皇
の
信

頼
が
篤
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一　

定
高
詠
の
表
現

ま
ず
、
定
高
詠
三
首
の
番
を
掲
げ
る
（
以
下
、
和
歌
本
文
・
歌
番

号
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
）。

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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三
九

〔
野
外
夏
草
〕

　
　

二
番　

左　
 

　

栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高

  

武
蔵
野
の
萩
や
薄
や
ほ
り
う
て
て
瓜
や
な
す
び
や
植
ゑ
て
も
た
ば

や
（
3
）

　
　
　

右　
　

 

　
　

散
位
藤
原
保
季

  

風
や
と
き
真
野
の
萩
原
露
を
だ
に
ま
だ
し
ら
す
げ
の
お
な
じ
み
ど

り
に
（
4
）

〔
月
色
似
秋
〕

　
　

七
番　

左　
　

 

　
　

女
房

  

風
の
音
の
身
に
し
む
色
も
か
は
ら
ね
ど
月
に
い
く
た
び
秋
を
待
つ

ら
ん
（
13
）

　
　
　

右　
　
　
　

 

　

栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高

  

は
だ
か
ね
の
小
夜
ふ
け
が
た
に
腹
ふ
く
れ
風
も
す
ず
し
う
月
も
秋

な
り
（
14
）

〔
契
経
年
恋
〕

　
　

十
五
番　

左　
　

 

　

栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高

  

あ
は
む
と
の
空
証
文
に
い
く
よ
へ
て
数
年
に
な
り
ぬ
こ
は
い
か
に

せ
ん
（
29
）

　
　
　

右　
　
　
　

 

　
　

散
位
藤
原
行
能

  

い
た
づ
ら
に
く
ち
て
や
さ
て
も
山
城
の
ゐ
で
の
下
帯
む
す
ぼ
ほ
れ

つ
つ
（
30
）

二
番
左
・
七
番
右
・
十
五
番
左
が
定
高
歌
で
あ
る
。
三
首
と
も
に
、

俗
語
を
用
い
て
滑
稽
さ
を
主
と
し
た
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
こ
と
が
一
見

し
て
了
解
さ
れ
よ
う
。

当
該
歌
合
の
定
高
詠
に
最
初
に
注
目
し
て
論
じ
た
の
は
峯
岸
義
秋

か
と
思
わ
れ
る
。
峯
岸
は
、「
建
保
時
代
は
、
歌
合
の
も
つ
と
も
盛
ん

な
時
代
で
あ
つ
た
が
、
一
方
に
ま
た
連
歌
が
非
常
に
流
行
し
た
時
代

で
、
と
く
に
無
心
連
歌
へ
の
関
心
が
昂
ま
つ
た
時
代
で
あ
つ
た
」
と

し
て
当
該
月
卿
雲
客
妬
歌
合
に
注
目
し
、
当
該
歌
合
が
「
誹
諧
連
歌

的
な
も
の
を
含
む
」
と
指
摘
し
て
右
に
示
し
た
定
高
詠
三
首
の
番
を

掲
げ
て
い
る
。
な
お
峯
岸
は
、七
番
で
定
高
歌
が
右
方
に
番
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
誤
写
を
疑
う
が
、
二
節
に
記
す
よ
う
に
誤
写
で
は
な

い
。ま

ず
「
野
外
夏
草
」
題
歌
「
武
蔵
野
の
萩
や
薄
や
ほ
り
う
て
て
瓜

や
な
す
び
や
植
ゑ
て
も
た
ば
や
」（
3
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

歌
意
は
明
瞭
で
、「
武
蔵
野
の
萩
や
薄
を
掘
り
捨
て
て
、（
食
用
に
な

る
）瓜
や
茄
子
や
植
え
て
手
に
入
れ
た
い
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。
武

蔵
野
は
『
万
葉
集
』
以
来
詠
ま
れ
る
歌
枕
で
、
平
安
時
代
に
は
紫
草

（
9
）
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他
の
草
・
草
花
が
詠
ま
れ
る
。
定
高
が
詠
み
込
む
萩
、
薄
も
左
の
よ

う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　

  
ふ
る
き
因
縁
侍
り
し
武
蔵
守
な
り
し
人
の
ま
で
き
て
、
萩

の
さ
き
た
る
を
興
じ
侍
り
て
の
た
ぶ

　

  

む
さ
し
の
の
む
か
し
の
は
ぎ
を
う
つ
し
う
ゑ
て
君
が
た
め
と
ぞ

こ
の
秋
は
ま
つ
（
能
宣
集
・
384
）

　
　
　
〔
七
月
中
〕

　

  

む
さ
し
の
の
を
が
は
の
は
ら
の
秋
は
ぎ
も
は
な
さ
き
が
た
に
な

り
に
け
ら
し
も
（
好
忠
集
・
202
）

　
　
　

薄

　

  

む
さ
し
野
に
か
ね
て
薄
は
む
つ
ま
じ
く
思
ふ
心
の
か
よ
ふ
な
る

べ
し
（
清
輔
集
・
秋
・
109
）

『
能
宣
集
』
歌
は
、
能
宣
亭
に
武
蔵
野
守
で
あ
っ
た
人
が
や
っ
て
来

て
、
庭
の
萩
を
見
て
の
詠
で
、
武
蔵
野
に
咲
い
て
い
た
萩
を
移
し
植

え
た
の
だ
と
詠
む
。
好
忠
歌
は
武
蔵
野
の「
を
が
は
の
は
ら
」（
未
詳
。

歌
枕
名
寄
5450
は
好
忠
歌
を
「
岡
辺
原
」
と
誤
認
し
て
「
岡
辺
原
」
項

に
好
忠
歌
一
首
の
み
配
す
る
）
の
秋
萩
が
咲
く
頃
か
と
想
像
す
る
。

『
清
輔
集
』
歌
は
、
武
蔵
野
の
薄
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
親
し
み
を

感
じ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
武
蔵
野
の
萩
、
薄
は
都
人
に
と
っ
て
心
惹

か
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
定
高
は
和
歌
の
伝
統
を
踏
ま

え
て
「
野
外
夏
草
」
題
に
相
応
し
い
草
を
選
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
掘
り
捨
て
て
、
瓜
と
茄
子
を
植
え
よ
う
と
詠
む

と
こ
ろ
に
古
典
的
な
優
美
さ
と
の
乖
離
が
あ
る
。

瓜
も
茄
子
も
食
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
野
菜
で
、『
大
鏡
』
で
は
、

「
北
野
・
賀
茂
河
原
に
つ
く
り
た
る
ま
め
・
さ
ゝ
げ
・
う
り
・
な
す
び

と
い
ふ
も
の
」
と
記
さ
れ
る
。
た
だ
、用
例
と
し
て
は
瓜
の
方
が
か
な

り
多
く
、
貴
族
日
記
に
も
瓜
を
贈
答
し
た
り
食
し
た
り
す
る
例
は
多

い
。『
梁
塵
秘
抄
』
に
も
瓜
・
茄
子
を
歌
う
今
様
が
載
っ
て
お
り
、
日

常
的
な
野
菜
で
あ
っ
た
（
371
・
372
）。

和
歌
の
例
を
二
例
だ
け
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
　
　

  

修
理
の
か
み
こ
れ
た
だ
、
わ
か
な
す
び
わ
か
う
り
を
お
こ

せ
た
り
、
ら
い
月
さ
ね
す
け
の
少
将
む
こ
に
と
る
べ
し
と

き
き
て
の
こ
ろ

　

  

み
そ
の
も
り
こ
た
へ
だ
に
せ
よ
つ
き
た
た
ば
か
の
こ
と
も
み
な

な
り
ぬ
べ
し
と
か
（
義
孝
集
・
55
）

『
義
孝
集
』
に
は
、
若
茄
子
・
若
瓜
と
両
者
を
並
べ
て
記
し
て
い
る
。

「
み
そ
の
も
り
」
は
「
天
皇
に
対
す
る
供
御
の
果
実
や
蔬
菜
な
ど
を
貢

進
す
る
た
め
の
所
領
」（
角
川
古
語
大
辞
典
）
で
あ
る
「
御
園
」
の
管

理
者
の
意
で
、
瓜
・
茄
子
を
送
っ
て
き
た
惟
正
を
喩
え
る
。
そ
し
て

（
10
）
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「
御
園
」
で
は
瓜
・
茄
子
だ
け
で
な
く
「
か
の
こ
と
」（
実
資
を
婿
に

取
る
こ
と
）
も
成
る
と
か
と
戯
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

  
は
ち
す
の
つ
ぼ
み
た
る
を
み
に
て
、
な
す
び
の
お
そ
ろ
し

げ
に
ふ
し
つ
き
た
る
を
か
ほ
に
し
て
、
ほ
う
し
の
か
た
を

つ
く
り
て
、
人
の
お
こ
せ
た
り
し
に

　

  

ご
く
ら
く
の
は
ち
す
と
身
を
ば
な
す
ひ
ま
で
う
き
は
此
よ
の
か

ほ
に
ざ
り
け
る
（
赤
染
衛
門
集
478
）

『
赤
染
衛
門
集
』
で
は
、
節
（
こ
ぶ
状
の
も
の
か
）
の
付
い
た
茄
子

を
顔
に
し
た
法
師
の
人
形
が
送
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
な
す
ひ
」
を
物

名
と
し
て
「
成
す
日
ま
で
」
と
表
現
し
、
恐
ろ
し
げ
な
茄
子
を
憂
き

世
を
生
き
る
人
の
顔
と
喩
え
る
。
右
の
よ
う
に
、
和
歌
に
瓜
・
茄
子

を
詠
む
こ
と
は
あ
る
が
、
言
葉
遊
び
的
な
側
面
や
形
状
の
面
白
さ
を

捉
え
て
詠
じ
て
お
り
、
食
用
と
い
う
本
来
的
な
用
途
を
表
現
す
る
こ

と
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
定
高
は
、
土
地
に
植
え
る
野
菜
と
し
て
の
瓜
・

茄
子
、
つ
ま
り
日
常
生
活
に
お
け
る
最
も
一
般
的
な
用
途
で
あ
る
食

料
と
し
て
の
瓜
・
茄
子
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
常
生
活
の
中

の
瓜
・
茄
子
を
そ
の
ま
ま
和
歌
の
世
界
に
持
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
定

高
詠
の
特
色
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、「
ほ
り
う
て
て
」
の
「
う
つ
」
は
「〔
動
詞
タ
行
下
二
段
活

用
〕「
捨
つ
」
に
同
じ
く
、
捨
て
る
意
。
思
い
き
っ
て
捨
て
去
る
と
い

う
強
い
意
味
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
平
安
朝
以
降
は
用
例
が
少

な
い
」（
角
川
古
語
大
辞
典
）
と
さ
れ
る
動
詞
で
、
確
か
に
和
歌
の
用

例
は
少
な
い
。
こ
の「
う
つ
」も
和
歌
の
世
界
と
の
乖
離
を
狙
っ
て
意

図
的
に
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
定
高
歌
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
戸
田
茂
睡
『
紫
の
一
本
』

に
「
む
さ
し
野
の
萩
や
薄
を
ほ
り
す
て
て
植
ゑ
て
置
か
ば
瓜
や
茄
子

を
」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
武
蔵
野
が
「
季
経
卿
（
茂
睡
は
作
者
を

誤
認
し
て
い
る
）」
の
「
願
ひ
の
ご
と
く
、
今
は
田
畠
と
な
り
て
、
一

村
一
村
の
民
家
お
び
た
だ
し
く
、
瓜
茄
子
を
は
じ
め
」
野
菜
を
作
っ

て
い
る
と
記
す
。
茂
睡
が
ど
の
よ
う
な
資
料
か
ら
引
用
し
た
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
瓜
・
茄
子
の
本
来
の
用
途
を
表
現
し
た
こ
と
が

江
戸
時
代
の
享
受
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、「
月
色
似
秋
」
題
歌
「
は
だ
か
ね
の
小
夜
ふ
け
が
た
に
腹
ふ

く
れ
風
も
す
ず
し
う
月
も
秋
な
り
」（
14
）
に
つ
い
て
考
え
る
。

「
は
だ
か
ね
」「
腹
ふ
く
れ
」
が
俗
語
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
了
解

さ
れ
る
。
し
か
し
、
歌
意
は
す
ぐ
に
は
わ
か
り
づ
ら
い
。
当
該
歌
合

の
定
高
詠
に
つ
い
て
連
歌
の
側
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
岩
下
紀
之

の
論
考
が
あ
る
。
岩
下
は
、
定
高
歌
に
つ
い
て
、「
は
だ
か
で
寝
て
い

る
太
鼓
腹
の
男
」「
上
句
に
「
は
だ
か
ね
」「
腹
ふ
く
れ
」
と
自
堕
落

さ
を
表
現
す
る
強
烈
な
無
心
の
語
が
あ
る
」
と
解
し
て
い
る
。
し
か

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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し
、「
は
だ
か
ね
」
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、「
腹
ふ
く
れ
」
は
「
小

夜
ふ
け
が
た
に
」
に
下
接
す
る
の
で
、
ず
っ
と
腹
が
ふ
く
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
夜
更
け
に
な
っ
て
腹
が
ふ
く
れ
て
き
た
と
解
さ
れ

る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
状
態
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
腹
ふ
く
れ
」
に
つ
い
て
和
歌
や
物
語
等
の
用
例
は
管
見
に
入
ら
な

い
が
、『
今
昔
物
語
集
』
等
説
話
集
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
（
他

に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』『
古
今
著
聞
集
』『
沙
石
集
』
等
に
も
見
え
る
）。

　

  〈『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
、
天
竺
「
悉
達
太
子
、
在
城
受
楽
語　

第
三
」〉

　

  　

浄
居
天
、
変ヘ
ン

化グ
エ

シ
テ
病
人
ト
成ナ
リ

ヌ
。
身
羸ツ
カ

レ
腹
大
キ
ニ
フ
ク

レ
テ
喘ア
ヘ

キ
吟ニ
ヨ

フ
。
太
子
、此
ヲ
見
給
テ
問ト
ヒ

テ
宣ノ
タ
マハ
ク
、「
此
ハ
何
イ
カ
ナ
ル

人
ゾ
」
ト
。
荅コ
タ
ヘテ
云イ
ハ

ク
、「
此
レ
病ヤ
マ

ヒ
ス
ル
人
也
」
ト
。

　

  〈『
今
昔
物
語
集
』
卷
第
五
、
天
竺
付
仏
前
「
天
竺
亀
、
報
人
恩

語
第
十
九
」〉

　

  　
「
王ワ
ウ
グ
ウ宮
ニ
ハ
百
千
万
ノ
狐
鳴
キノ
ノ
シ
レ
バ
、
天
皇
驚
キ
騒
ギ
給

テ
、
占ウ
ラ
ノ
シ師
ニ
被ト
ハ
ル問
ル
ニ
、
天
皇
・
姫
宮
重
ク
可
ツ
ツ
シ
ミ
タ
マ
フ
ベ

慎
給
キ
由
ヲ
占

ヒ
申マ
ウ
シタ
リ
ケ
ル
程
ニ
、
姫
宮
重
ク
煩ワ
ヅ
ラハ
セ
給
テ
腹
脹フ
ク

レ
テ
限
リ

ニ
御オ
ハ

ス
ナ
レ
バ
、
宮
ノ
内
、
物
騒サ
ワ
ガ
シク
騒
ギ
合ア
ヒ

タ
リ
」

右
に
挙
げ
た
二
例
は
傍
線
部
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
病

人
と
な
っ
て
腹
が
脹
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
重
い
病
に
煩
ら
う
様
子

が
描
か
れ
る
。
こ
れ
が
定
高
詠
に
も
該
当
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
は
だ
か
で
寝
た
た
め
に
夜
更
け
の
寒
さ
で
体
調
を
崩
し
、

腹
が
張
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
は
だ
か
ね
」
は
意
味
は
明
瞭
だ
が
、他
に
管
見
に
入
ら
な
い
語
で
、

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
立
項
し
て
「
裸
で
寝
る
こ
と
」
と
記
す
が
、

用
例
に
定
高
詠
一
例
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。「
は
だ
か
ね
」
も
日
常

生
活
の
中
の
言
葉
か
ら
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、「
は
だ
か
」

と
い
う
状
態
は
文
学
作
品
の
中
で
は
普
通
の
こ
と
で
は
な
く
、
例
え

ば
、『
紫
式
部
日
記
』
に
お
け
る
、
宮
中
で
十
二
月
晦
日
追
儺
の
際
に

女
房
二
人
が
引
き
剥
ぎ
に
遭
っ
た
例
「
三
人
ふ
る
ふ
ふ
る
ふ
、
足
も

空
に
て
ま
ゐ
り
た
れ
ば
、
は
だ
か
な
る
人
ぞ
ふ
た
り
ゐ
た
る
」「
は
だ

か
姿
は
わ
す
ら
れ
ず
。
お
そ
ろ
し
き
も
の
か
ら
、
を
か
し
う
と
も
い

は
ず
、
言
忌
も
し
あ
へ
ず
」、
あ
る
い
は
『
栄
花
物
語
』
巻
三
十
六
根

合
に
お
け
る
、
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
清
涼
殿
相
撲
節
の
相
撲
人

に
つ
い
て
「
裸
な
る
姿
ど
も
の
並
み
立
ち
た
る
ぞ
、
う
と
ま
し
か
り

け
る
」
と
述
べ
る
例
等
が
あ
る
が
、
は
だ
か
は
恐
ろ
し
さ
や
疎
ま
し

さ
を
惹
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
和
歌
の
用
例
は『
今

昔
物
語
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』『
古
本
説
話
集
』
に
見
え
る
次
の
説

話
の
例
が
検
索
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。

は
だ
か
な
る
わ
が
み
に
か
か
る
白
雪
は
う
ち
ふ
る
へ
ど
も
き
え

（
14
）

（
15
）

（
16
）



建
保
三
年
六
月
十
一
日
月
卿
雲
客
妬
歌
合
考

四
三

せ
ざ
り
け
り
（
今
昔
物
語
集
巻
十
九
・
57
、
越
前
守
藤
原
孝
忠

侍
出
家
語
第
十
三
）

「
は
だ
か
ね
」
と
い
う
詞
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
披
講
さ
れ
た
際
相
当
に

強
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
定
高
歌
の
歌
意
は
、
歌
題
を
勘
案
す
れ
ば
、「（
夏
の
終
わ

り
に
暑
く
て
）
は
だ
か
で
寝
て
し
ま
っ
た
夜
更
け
が
た
に
（
寒
さ
で

ひ
ど
く
体
調
を
崩
し
て
）
腹
が
ふ
く
れ
、（
気
づ
く
と
）
風
も
涼
し
く
、

月
も
秋
で
あ
っ
た
の
だ
っ
た
」、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

次
に
、「
契
経
年
恋
」
題
歌
「
あ
は
む
と
の
空
証
文
に
い
く
よ
へ
て

数
年
に
な
り
ぬ
こ
は
い
か
に
せ
ん
」
で
あ
る
が
、「
空
証
文
」「
数
年
」

が
歌
語
で
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
了
解
で
き
る
。
歌
意
は
「
逢
お
う
と

の
手
紙
は
偽
り
の
証
文
な
の
に
、
幾
夜
過
ぎ
て
（
と
う
と
う
）
数
年

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
だ
ろ
う
か
。「
数
年
」
は
漢
語
で
、漢
詩
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
空
証
文
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
立
項
し
、「
い
つ
わ
り
の
証

文
」
と
記
し
て
、当
該
定
高
歌
の
み
を
用
例
に
挙
げ
る
。「
は
だ
か
ね
」

と
同
じ
で
他
の
用
例
が
管
見
に
入
ら
な
い
言
葉
だ
が
、『
角
川
古
語
大

辞
典
』『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
は
立
項
し
て
い
な
い
こ
と
は
気
に
か

か
る
。
あ
る
い
は
「
空
証
文
」
と
い
う
言
葉
の
存
在
を
疑
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
似
た
言
葉
で
「
空
誓
文
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
各
辞

典
が
立
項
し
、「
偽
り
の
誓
文
（
せ
い
も
ん
）。
偽
っ
て
神
の
名
に
か

け
て
誓
う
こ
と
。」（
角
川
古
語
大
辞
典
）の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
用

例
も
多
い
。
当
該
歌
合
の
伝
本
は
近
世
の
写
本
数
本
と
群
書
類
従
し

か
な
く
本
文
に
疑
義
が
あ
っ
て
も
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
あ
る
い

は
「
空
誓
文
」
を
誤
写
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。「
空
誓
文
」
で

あ
っ
て
も
意
味
は
通
じ
る
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
き

た
い
。
当
該
歌
の
場
合
は
、
前
の
二
首
と
は
異
な
り
、
内
容
と
し
て

は
和
歌
的
で
あ
る
。
そ
こ
に
漢
語
や
日
常
の
言
い
回
し
を
持
っ
て
き

た
と
こ
ろ
に
誹
諧
性
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
定
高
詠
が
、
和
歌
伝
統
や
古
典
の
世
界
の
優
美
な
詞
や
発

想
か
ら
離
れ
、
日
常
の
生
活
感
覚
に
沿
っ
た
詞
と
表
現
を
用
い
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
の
用
語
は
俗
の
世
界
を
描
く
説
話
集
と

縁
が
深
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

二
、『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
の
結
番
と
定
高

『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
の
結
番
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
歌

合
証
本
に
は
冒
頭
に
作
者
標
記
が
記
さ
れ
、
左
右
各
五
人
ず
つ
に
分

け
て
官
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
歌
人
が
「
野
外
夏
草
」「
月
色
似

秋
」「
契
経
年
恋
」
題
に
お
い
て
ど
こ
に
配
さ
れ
て
い
る
の
か
、
一
覧

（
17
）
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し
た
も
の
を
左
に
示
す
。
左
方
歌
人
で
右
方
に
番
わ
れ
た
、
ま
た
右

方
歌
人
で
左
方
に
番
わ
れ
た
場
合
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
、（　

）
に
合

手
を
記
し
た
。

歌
人
名

歌
題
ご
と
の
結
番
位
置

　
　

左　
　
　
　

野
外
夏
草
・
月
色
似
秋
・
契
経

年
恋

女
房
（
順
徳
天
皇
）

一
番
左　

・
七
番
左　

・
十
二

番
左

栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高

二
番
左　

・
七
番
右
（
左
＝
天

皇
）　

・
十
五
番
左

丹
後
守
藤
原
範
宗　

三
番
左　

・
八
番
右
（
左
＝
雅

経
）　

・
十
二
番
右
（
左
＝
天

皇
）

左
近
権
中
将
藤
原
忠
定

四
番
左　

・
六
番
左　

・
十
四

番
左

前
播
磨
守
藤
原
範
基　

五
番
左　

・
九
番
左　

・
十
三

番
左

　
　

右

左
近
権
中
将
藤
原
雅
経

一
番
右　

・
八
番
左
（
右
＝
範

宗
）　

・
十
一
番
左
（
右
＝
康

光
）

散
位
藤
原
保
季　

二
番
右　

・
十
番
左
（
右
＝
資

隆
）　

・
十
三
番
右

散
位
藤
原
行
能　

三
番
右　

・
六
番
右　

・
十
五

番
右

左
衛
門
権
少
尉
藤
原
康
光

四
番
右　

・
九
番
右　

・
十
一

番
右

讃
岐
守
藤
原
資
隆　

五
番
右　

・
十
番
右　

・
十
四

番
右

右
を
見
れ
ば
、
左
方
の
定
高
と
範
宗
は
右
方
に
も
配
さ
れ
、
右
方

の
雅
経
と
保
季
は
左
方
に
も
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ

し
、
不
規
則
な
乱
合
と
い
う
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
四
人
の
合
手
を
確
認
し
て
み
た
い
。
定
高
は
、「
月
色
似
秋
」

七
番
で
右
に
番
わ
れ
る
が
、
七
番
左
は
順
徳
天
皇
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

順
徳
天
皇
と
結
番
す
る
た
め
に
右
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

範
宗
は
、「
月
色
似
秋
」
八
番
で
右
に
移
動
し
て
い
る
が
、
八
番
左
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は
右
か
ら
移
動
し
た
雅
経
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
範
宗
と
雅
経
の
結
番

を
作
り
た
か
っ
た
の
だ
が
、両
者
を
比
較
し
た
時
に
『
新
古
今
集
』
撰

者
で
も
あ
っ
た
雅
経
を
上
位
に
遇
し
て
左
方
と
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
範
宗
は
「
契
経
年
恋
」
十
二
番
で
も
右
に
移
動
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
左
が
順
徳
天
皇
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
、
逆

に
範
宗
の
評
価
の
高
さ
が
見
て
と
れ
よ
う
。

雅
経
は
、
右
方
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
順
徳
天
皇
と
番
わ
れ
た
一

番
右
の
み
が
右
方
で
、
他
の
二
番
は
左
に
番
わ
れ
て
い
る
。
定
家
・

家
隆
の
出
詠
が
な
く
、
天
皇
を
除
け
ば
、
本
歌
合
の
出
詠
者
の
中
で

は
最
も
上
位
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

保
季
は
、「
月
色
似
秋
」
十
番
で
左
に
移
動
し
て
い
る
。
十
番
右
は

資
隆
で
あ
る
が
、
歌
道
家
六
条
家
歌
人
で
あ
り
、『
新
古
今
集
』
に
撰

歌
さ
れ
た
歌
人
と
し
て
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
は
雅
経
に
次
ぐ
存
在
で

あ
っ
た
と
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
上
記
の
四
人
の
歌
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
結
番
合
手
を

考
慮
し
て
方
を
移
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
定
高
も
天
皇
と
の

結
番
の
た
め
七
番
だ
け
右
方
に
番
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
厚
遇

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
定
高
の
結
番
合
手
は
、保

季
・
順
徳
天
皇
・
行
能
で
あ
る
が
、
行
能
も
世
尊
寺
家
の
能
書
で
『
新

古
今
集
』
に
一
首
で
は
あ
る
が
入
集
す
る
歌
人
で
あ
っ
た
。

三
、「
栗
下
覆
勘
」
と
い
う
呼
称

定
高
の
「
栗
下
覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高
」
と
い
う
作
者
表
記
は
異

様
で
あ
る
。
歌
会
・
歌
合
の
位
署
表
記
に
は
、「
官
位
姓
名
」「
官
姓
名
」

「
位
官
兼
官
臣
姓
朝
臣
上
」「
官
位
兼
官
姓
朝
臣
名
」
等
が
あ
る
が
、当

該
歌
合
は
天
皇
と
定
高
以
外
の
八
名
は
、「
官
姓
名
」
の
形
式
を
採
っ

て
い
る
。
定
高
の
「
右
大
弁
」
は
当
時
の
記
録
か
ら
定
高
の
官
と
し

て
適
当
で
あ
る
が
、「
栗
下
覆
勘
」
も
官
を
模
し
て
付
せ
ら
れ
た
呼
称

と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。「
栗
下
」
が
無
心
連
歌
を
意
味
す
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、「
栗
本
覆
勘
と
い
ふ
名
ま
で
が
す
で
に
狂
歌
師

的
で
あ
る
」
と
い
っ
た
狂
歌
師
の
号
の
よ
う
に
捉
え
る
の
は
問
題
が

あ
る
。
当
該
歌
合
は
規
模
も
小
さ
く
内
々
の
会
と
い
え
る
も
の
な
が

ら
内
裏
歌
合
で
あ
り
、
定
高
自
身
が
「
栗
下
覆
勘
」
と
称
し
て
和
歌

を
提
出
し
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
順
徳
天
皇
の
意
向
が
働
い
た
位

署
か
と
推
測
し
た
い
。
前
節
に
見
た
よ
う
に
、
定
高
は
順
徳
天
皇
と

結
番
さ
れ
る
な
ど
篤
く
遇
さ
れ
て
い
る
。
他
に
は
歌
合
の
出
詠
も
知

ら
れ
な
い
定
高
で
あ
る
が
、
そ
の
厚
遇
は
順
徳
天
皇
の
意
志
か
ら
出

て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
歌
人
と
し
て
晴
の
催
し
に

出
詠
経
験
の
な
い
、
定
高
の
特
殊
な
位
置
を
示
す
た
め
に
敢
え
て
記

（
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さ
れ
た
位
署
と
考
え
て
お
き
た
い
。

さ
て
、「
覆
勘
」
で
あ
る
が
、「
御
書
所
（
ご
し
よ
ど
こ
ろ
）
お
よ

び
内
御
書
所
の
職
名
。
別
当
、
預
の
下
位
で
次
官
級
」（『
角
川
古
語

大
辞
典
』）
の
意
味
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』

も
同
じ
意
味
を
収
載
）。
上
記
二
つ
の
辞
典
で
引
く
用
例
に
、
次
の

『
小
右
記
』
永
観
二
年
（
九
八
四
）
十
二
月
八
日
条
が
あ
る
。

　

  

…
…
、
於
御
前
定
申
内
御
書
所
事
、〈
右
中
弁
資
忠
、
地
下
人
、

是
直
幹
朝
臣
例
也
、蔵
人
式
部
丞
為
時
、両
人
可
令
行
彼
所
事
〉、

可
候
彼
所
学
生
十
二
人
、〈
此
中
有
大
内
記
保
胤
朝
臣
、是
覆
勘
、

…
（
中
略
）
…
但
開
闔
散
位
惟
貞
・
学
生
巨
勢
為
時
等
也
〉（〈　

〉

内
は
割
書
）

『
小
右
記
』
記
主
藤
原
実
資
は
、
当
時
蔵
人
頭
。
花
山
天
皇
の
御
前

定
に
参
着
し
、
内
御
書
所
衆
と
し
て
、
右
中
弁
資
忠
・
蔵
人
式
部
丞

為
時
の
二
名
を
推
薦
し
て
い
る
（
お
そ
ら
く
は
別
当
・
預
と
し
て
か
）。

ま
た
そ
の
下
に
置
く
十
二
名
の
う
ち
、
保
胤
を
覆
勘
、
惟
貞
・
巨
勢

為
時
を
開
闔
と
す
べ
き
と
述
べ
て
い
る
。

『
順
徳
院
御
記
』
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
七
月
三
十
日
条
に
も
、御

書
所
作
文
会
の
記
事
が
あ
り
、「
別
当
」「
開
闔
」「
覆
勘
」
の
職
名
が

見
え
る
。

　

  

卅
日
。
丁
巳
。
今
夜
御
書
所
作
文
也
。
亥
時
許
。
人
々
参
丙（
マ
マ
）。
於

中
見
物
之
。
覆
勘
孝
範
。〈
成
信
死
語
／
今
度
補
之
〉、
開
闔

忠
倫
。
衆
二
人
著
座
。
有
勧
盃
。
豫
居
飯
。
次
乍
台
盤
撤
之
畢
。

次
人
々
著
座
。
別
当
範
時
。〈
直
衣
〉。
…
（
中
略
）
…
序
者
孝

範
。
…
（
中
略
）
…
孝
範
序
尽
筆
書
之
。（『
歴
代
宸
記
』
256
頁
）

御
書
所
は
作
文
会
の
会
場
と
し
て
『
中
右
記
』
等
に
も
見
え
て
お

り
、
順
徳
天
皇
の
時
代
も
同
様
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
右
の

『
順
徳
院
御
記
』
に
よ
れ
ば
、
別
当
は
範
時
、
覆
勘
は
藤
原
孝
範
、
開

闔
は
忠
倫
で
あ
っ
た
。

範
時
は
、
建
保
元
年
（
一
二
一
三
）
二
月
二
十
六
日
『
内
裏
詩
歌

合
』、
同
二
年
（
一
二
一
四
）
二
月
三
日
『
内
裏
詩
歌
合
』
に
詩
人
と

し
て
出
詠
す
る
な
ど
順
徳
天
皇
に
近
侍
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ

る
。
覆
勘
を
務
め
る
孝
範
は
当
時
著
名
な
漢
詩
人
で
あ
る
が
、
こ
の

時
序
者
を
務
め
、
順
徳
天
皇
は
「
孝
範
序
尽
筆
書
之
」
と
高
く
評
価

し
て
い
る
。『
小
右
記
』で
は
慶
滋
保
胤
が
覆
勘
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
覆
勘
は
漢
詩
人
と
し
て
高
い
教
養
の
あ
る
人
物
が
任
じ

ら
れ
て
い
る
。
実
は
、
定
高
も
詩
人
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、『
順
徳

院
御
記
』
に
よ
れ
ば
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
十
二
月
四
日
中
殿

詩
歌
会
、
同
年
十
二
月
八
日
中
殿
作
文
御
会
、
同
五
年
十
月
十
日
中
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殿
詩
会
に
文
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。『
順
徳
院
御
記
』
は
大
部
分

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
は
も
っ
と
多
く
の
御
会
に
出
詠
し
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

順
徳
天
皇
は
定
高
の
詩
人
と
し
て
の
教
養
が
覆
勘
と
呼
称
さ
れ
る

に
相
応
し
い
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
同
じ
御
書
所
の

職
員
に
し
て
も
預
・
別
当
よ
り
下
位
の
覆
勘
が
「
栗
下
」
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
と
れ
た
無
理
の
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、無
心
連
歌
を
よ
く
す
る
こ
と
か
ら
（
四
節
参
照
）「
栗
下
覆
勘
」

と
い
う
呼
称
を
記
し
た
と
見
て
お
き
た
い
。

な
お
こ
の
異
例
の
位
署
を
付
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
定

家
・
家
隆
が
出
詠
せ
ず
、
判
詞
も
執
筆
し
な
い
小
規
模
の
歌
合
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四
、
建
保
三
年
六
月
に
お
け
る
連
歌
と
和
歌

後
鳥
羽
院
・
順
徳
天
皇
歌
壇
に
お
け
る
連
歌
の
催
行
に
つ
い
て
は
、

伊
地
知
鐵
男
、
木
藤
才
蔵
、
山
本
啓
介
等
に
よ
る
考
察
が
あ
り
、
特
に

山
本
が
歌
壇
全
体
を
見
渡
し
て
整
理
し
論
じ
て
い
る
。
定
高
に
つ
い

て
い
う
と
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
十
二
月
十
日
に
後
鳥
羽
院
有

心
無
心
連
歌
に
無
心
衆
と
し
て
参
加
、
同
年
十
二
月
十
八
日
後
鳥
羽

院
有
心
無
心
連
歌
に
や
は
り
無
心
衆
と
し
て
参
加
、
同
年
十
二
月

二
十
五
日
後
鳥
羽
院
主
催
連
歌
で
は
、
百
句
終
了
し
た
時
点
で
、
院

一
九
句
、
定
家
一
六
句
に
次
い
で
定
高
一
一
句
と
活
躍
し
て
い
る

（『
明
月
記
』
同
日
条
）。

ま
た
同
年
十
二
月
二
十
八
日
後
鳥
羽
院
有
心
無
心
連
歌
に
も
定
高

は
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
催
し
は
、
有
心
衆
と
無
心
衆
と
が
分
か

れ
て
連
歌
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
っ
た
句
の
う
ち
尋
常
の
句
を
選
ん
で

五
首
の
和
歌
と
し
て
、
そ
れ
を
歌
合
に
結
番
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
連
歌
の
五
七
五
と
七
七
の
句
を
合
わ
せ
て
和
歌
一
首
と
す
る
と

い
う
試
み
で
あ
り
、
当
時
の
宮
廷
歌
壇
に
お
け
る
連
歌
と
和
歌
と
の

関
係
を
示
唆
す
る
例
と
し
て
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
松
本
麻

子
は
、
後
鳥
羽
院
時
代
の
連
歌
の
付
合
手
法
を
考
察
す
る
中
で
、
こ

の
催
し
に
注
意
し
、「
二
人
で
唱
和
す
る
連
歌
を
合
わ
せ
る
と
歌
と
な

る
と
い
う
意
識
が
、
後
鳥
羽
院
の
周
辺
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
」

と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
岩
下
紀
之
も
こ
の
催
し
に
注
意
し
て
、
定
高

詠
三
首
の
上
句
下
句
を
前
句
付
句
の
関
係
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
具

体
的
な
考
察
を
示
す
。

建
保
三
年
に
は
当
該
妬
歌
合
催
行
後
の
八
月
二
十
一
日
に
順
徳
天

皇
の
も
と
で
狂
歌
合
が
行
わ
れ
て
お
り
、『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
出
詠

歌
人
十
名
の
う
ち
、
順
徳
天
皇
、
雅
経
、
範
宗
、
行
能
、
康
光
、
定

（
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高
の
六
名
が
出
詠
し
て
い
る
（
定
家
も
出
詠
）。『
明
月
記
』
同
日
条

に
は
「
有
狂
歌
合
〈
両
方
詠
各
躰
〉、評
定
了
按
察
参
〈
夜
半
歟
〉」
と

あ
る
の
で
、や
は
り
有
心
衆
・
無
心
衆
に
分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
「
躰
」

を
詠
じ
た
と
あ
る
。
有
心
衆
も
無
心
衆
も
そ
れ
ぞ
れ
に
狂
歌
を
詠
じ

た
と
す
る
と
、
有
心
的
な
狂
歌
と
い
う
も
の
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
興
味
深
い
。
こ
の
催
し
も
、
順
徳
天
皇
が
連
歌
的
表
現
を
ど

の
よ
う
に
和
歌
に
反
映
さ
せ
る
か
と
い
う
試
み
と
い
え
な
い
こ
と
も

な
い
。

も
う
一
つ
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
連
歌
と
和
歌
の
関
わ

り
を
示
唆
す
る
催
し
が
建
保
三
年
六
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
次
の『
紫

禁
和
歌
草
』
の
二
首
で
あ
る
。

　
　

同
比
、
以
栗
下
題
各
詠
之
、
当
座

　
　

暁
月
入
窓

か
へ
る
さ
の
人
は
出
で
ぬ
る
ま
き
の
戸
に
か
は
る
は
月
の
光
な

り
け
り
（
紫
禁
和
歌
草
・
555
）

　
　

早
涼
思
衣

月
だ
に
も
雲
の
衣
は
あ
る
も
の
を
ま
だ
ひ
と
へ
な
る
風
ぞ
身
に

し
む
（
紫
禁
和
歌
草
・
556
）

詞
書
に
「
同
比
」
と
あ
る
が
、
右
二
首
は
同
集
546
詞
書
「
同
六
月

歌
合
、
当
座
、
蝉
声
秋
近
」
と
557
詞
書
「
同
六
月
十
八
日
歌
合
、
水

辺
柳
」と
の
間
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、建
保
三
年（
一
二
一
五
）

六
月
中
の
催
し
で
、
十
八
日
以
前
に
詠
ま
れ
た
当
座
歌
会
詠
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
と
同
じ
月
に
催

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
順
徳
天
皇
以
外
の
出
詠
者
は
知
ら
れ
な
い
が
、

詞
書
に
よ
る
と
、「
栗
下
題
」
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
人
が
詠
じ
た

と
い
う
。
そ
の
題
と
は
「
暁
月
入
窓
」「
早
涼
思
衣
」
と
い
う
結
題
で
、

こ
れ
以
前
の
用
例
は
確
認
で
き
な
い
。
題
意
は
、
暁
の
月
が
窓
に
入

る
、
夏
の
終
わ
り
に
早
く
も
涼
気
が
立
ち
衣
を
思
う
、
と
い
っ
た
も

の
で
、
詠
歌
内
容
が
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
そ
う
な
題
で
あ
る
。
歌
意

は
、
前
者
が
、「
暁
に
帰
っ
て
い
く
人
が
出
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
槙
の

戸
の
あ
た
り
に
、
入
れ
替
わ
っ
て
月
の
光
が
入
っ
て
き
た
こ
と
だ
」、

後
者
が
、「
月
で
さ
え
も
（
あ
た
た
か
そ
う
な
）
雲
の
衣
を
着
て
い
る

と
い
う
の
に
、私
は
ま
だ
衣
は
一
重
で
風
が
身
に
し
み
る
こ
と
だ
」
と

な
ろ
う
か
。「
栗
下
題
」
と
あ
る
が
、連
歌
に
題
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

伝
統
に
則
ら
な
い
、
古
典
的
な
優
雅
さ
と
は
異
な
っ
て
日
常
を
生
き

る
人
の
姿
を
彷
彿
と
す
る
よ
う
な
表
現
を
想
起
さ
せ
や
す
い
題
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
狂
歌
合
の
有
心
衆
の
詠
じ

る
狂
歌
と
同
じ
志
向
を
有
す
る
当
座
歌
会
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
も
か
く
も
建
保
三
年
と
い
う
年
、
順
徳
天
皇
は
、
六
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
栗
下
連
歌
（
無
心
連
歌
）
の
表
現
方
法
を
和
歌
に
取
り



建
保
三
年
六
月
十
一
日
月
卿
雲
客
妬
歌
合
考

四
九

入
れ
よ
う
と
試
み
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
実
験
的
な
試
み
の
一
つ
が
定
高
を
歌
合
に
出
詠
さ
せ
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
時
代
の
連
歌
と
い
う
と
、

後
鳥
羽
院
が
中
心
と
い
え
る
が
、
順
徳
天
皇
の
連
歌
あ
る
い
は
狂
歌

に
対
す
る
興
味
に
も
見
逃
せ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

建
保
三
年
六
月
十
一
日
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
に
つ
い
て
、
定
高

詠
を
中
心
に
考
察
し
た
。
定
高
の
和
歌
だ
け
を
見
る
と
、
ま
さ
に
狂

歌
で
あ
り
、
栗
下
連
歌
的
で
ふ
ざ
け
た
も
の
と
も
見
え
る
が
、
定
高

に
は
無
心
連
歌
の
能
力
と
と
も
に
十
分
な
漢
詩
の
教
養
と
実
力
が
あ

り
、
ま
た
弁
官
と
し
て
の
高
い
事
務
能
力
を
備
え
て
も
い
た
。
順
徳

天
皇
は
、
こ
の
時
期
、
無
心
連
歌
的
表
現
を
和
歌
に
取
り
入
れ
て
み

た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
近
臣
で
あ
る
定
高

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
定
高
は
題
詠
に
馴
れ
て
は
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
和
歌
の
伝
統
的
表
現
を
で
き
る
限
り
排
し
て
日
常

生
活
の
用
語
や
感
覚
を
取
り
入
れ
た
渾
身
の
詠
作
を
提
出
し
て
み
せ

た
と
い
う
の
が
実
情
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
順
徳

天
皇
は
定
高
を
自
ら
と
も
結
番
し
、
衆
議
も
行
お
う
と
し
た
。「
栗
下

覆
勘
右
大
弁
藤
原
定
高
」
と
い
う
作
者
表
記
も
含
め
て
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
定
家
や
家
隆
は
出
詠
し
な
い
規
模
の
小
さ
な
内

内
の
歌
合
が
適
当
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
当
該
『
月
卿
雲
客
妬
歌
合
』
は
、
定
高
を
起
用
し
た
と
こ
ろ

に
滑
稽
さ
を
求
め
た
側
面
が
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
父
後
鳥
羽
院
の

求
め
る
滑
稽
さ
と
は
姿
勢
を
異
に
す
る
。
田
渕
句
美
子
が
指
摘
す
る

『
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
七
月
十
二
日
五
首
歌
合
』『
同
年
八
月
十
七

日
頃
上
北
面
歌
合
』
で
は
、
後
鳥
羽
院
は
、「
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
は
活

躍
し
て
い
な
い
歌
人
達
」「
当
該
歌
合
の
ほ
か
に
は
全
く
参
加
が
な

い
」
歌
人
を
集
め
て
、
嘲
弄
を
目
的
と
し
て
歌
合
を
催
行
し
て
い
る
。

そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
歌
壇
で
活
躍
し
て
い
な
い
定
高
の
起
用
と

い
っ
て
も
、
順
徳
天
皇
の
姿
勢
は
か
な
り
真
面
目
な
も
の
に
見
え
る
。

一
般
に
、
建
保
期
の
和
歌
の
催
し
は
順
徳
天
皇
近
臣
に
よ
る
閉
鎖
的

な
も
の
が
多
く
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
ほ
ど
の
新
し
い
表
現
を
生
み
出
し

て
い
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
特
に
定
家
・
家
隆
ら
新
古
今
歌
人

が
参
加
し
な
い
催
し
の
評
価
は
低
い
の
が
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
順
徳
天
皇
は
近
臣
だ
け
の
歌
合
に
お
い
て

も
和
歌
表
現
の
新
た
な
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
一
例
が
当
該
歌
合
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

（
26
）

（
27
）



國
文
學
論
叢　
　

第
七
十
一
輯

五
〇

【
注
】

（
1
）　

田
渕
句
美
子「『
新
古
今
和
歌
集
』の
成
立
│
家
長
本
再
考
│
」（『
文

学
』
8
│
1
、
二
〇
〇
七
年
一
月
）
参
照
。

（
2
）　
『
紫
禁
和
歌
草
』
1
〜
68
番
歌
は
建
暦
元
年
の
詠
で
、
五
十
首
歌
と

四
度
の
当
座
歌
会
歌
、
一
度
の
歌
合
歌
を
収
め
る
が
、
順
徳
天
皇
歌
壇

が
盛
ん
に
活
動
す
る
の
は
建
暦
二
年
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）　

藤
平
春
男
著
作
集
第
1
巻
『
新
古
今
歌
風
の
形
成
』（
笠
間
書
院
、

一
九
九
七
年
）
112
頁
。

（
4
）　
『
四
十
五
番
歌
合
』
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
吉
野
朋
美
『
後
鳥
羽
院

と
そ
の
時
代
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
第
二
篇
第
二
章
第
二
節

「
実
朝
懐
柔
と
和
歌

│
建
保
三
年
『
院
四
十
五
番
歌
合
』
の
場
合

│
」、
佐
々
木
孝
浩
「
中
世
歌
合
諸
本
の
研
究
（
八
）
│
『
歌
合 

建

保
三
年
六
月
二
日
』
に
つ
い
て
・
附
校
本
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
40
、

二
〇
〇
六
年
二
月
）
参
照
。

（
5
）　
『
内
裏
名
所
百
首
』
に
繋
が
る
順
徳
天
皇
の
名
所
和
歌
・
名
所
歌
合

の
試
み
に
つ
い
て
、唐
沢
正
実
「
建
保
期
の
名
所
歌
合
二
種
及
び
「
難

題
和
歌
」
に
つ
い
て
│
順
徳
天
皇
の
和
歌
活
動
管
見
│
」（
古
典
論
叢

19　

昭
和
62
・
12
）
に
考
察
が
あ
る
。

（
6
）　

当
該
歌
合
番
号
と
歌
人
を
示
せ
ば
、
2
雅
経
・
5
範
宗
・
23
順
徳

院
・
26
保
季
の
四
首
。

（
7
）　

内
閣
文
庫
本
、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
（
歌
合
類
纂
の

内
）、
彰
考
館
文
庫
本
。

（
8
）　
『
公
卿
補
任
』
建
保
六
年
、定
高
の
尻
付
参
照
。
ま
た
本
郷
和
人
『
中

世
朝
廷
訴
訟
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
に
は
、

定
高
が
後
鳥
羽
院
近
臣
で
承
久
の
乱
後
に
斬
首
さ
れ
る
葉
室
宗
行
と

親
し
か
っ
た
こ
と
や
、乱
後
の
九
条
道
家
の
顧
問
に
預
か
る
輩
の
最
上

席
と
し
て
朝
幕
間
の
連
絡
役
を
担
っ
た
こ
と
な
ど
の
指
摘
が
あ
る
。

（
9
）　
『
歌
合
の
研
究
』（
三
省
堂
、一
九
五
四
年
）
第
六
編
第
二
章
「
狂
歌

合
」参
照
。
峯
岸
は
当
該
歌
合
の
す
べ
て
が
誹
諧
的
で
あ
る
よ
う
に
述

べ
て
い
る
が
、
誹
諧
的
で
あ
る
の
は
定
高
詠
の
み
で
あ
る
。

（
10
）　
『
大
鏡
』「
太
政
大
臣
道
長
」。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
大
鏡
』

353
頁
。

（
11
）　

左
記
の
よ
う
な
例
が
あ
る
が
、
稀
少
。

 

　
　

  

た
だ
き
よ
の
衛
門
守
御
せ
ち
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
に
、た
き
も
の

か
う
ば
し
く
あ
は
す
と
て
そ
ら
だ
き
も
の
の
れ
う
す
こ
し
と
た

ふ
の
岑
に
こ
ひ
た
ま
ふ
に
、た
ち
ば
な
の
な
り
た
る
え
だ
に
み
を

と
り
う
て
て
い
れ
て
た
て
ま
つ
る
と
て

 

す
ゑ
の
世
に
な
り
も
て
ゆ
け
ば
た
ち
花
の
む
か
し
の
か
に
は
に
る
べ

く
も
あ
ら
ず
（
高
光
集
・
39
）

 

　
〔
月
〕

 
物
お
も
ふ
心
の
く
ま
を
の
ご
ひ
う
て
て
く
も
ら
ぬ
月
を
み
る
よ
し
も

が
な
（
山
家
集
・
645
）

（
12
）　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
近
世
随
想
集
』
168
頁
。



建
保
三
年
六
月
十
一
日
月
卿
雲
客
妬
歌
合
考

五
一

（
13
）　
「
有
心
衆
・
無
心
衆
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
七
年
三
月
、『
愛
知
淑
徳

大
学
国
語
国
文
』
40
）
70
〜
73
頁
。

（
14
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
に
よ
る
。

（
15
）　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
更
級

日
記
・
讃
岐
典
侍
日
記
』
185
・
186
頁
。

（
16
）　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
栄
花
物
語
3
』
373
頁
。

（
17
）　

披
閲
し
た
の
は
、
内
閣
文
庫
本
、
群
書
類
従
本
の
み
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
当
該
箇
所
は
「
空
証
文
」
と
漢
字
表
記
を
す
る
。
歌
合
催
行
時

は
仮
名
表
記
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、見
慣
れ
な
い

詞
が
漢
字
表
記
さ
れ
る
と
と
も
に
誤
写
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

（
18
）　

内
閣
文
庫
本
、群
書
類
従
本
と
も
に
作
者
表
記
は
「
栗
下
覆
勘
右
大

弁
藤
原
定
高
」
と
あ
り
、「
栗
下
覆
勘
」
は
傍
記
の
よ
う
な
形
や
小
字

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
本
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。
後
世
に
「
栗
下
覆

勘
」
と
い
っ
た
勘
注
が
付
せ
ら
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、歌
合
証
本

作
成
時
に
記
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
お
く
。

（
19
）　

拙
稿
「
道
因
勧
進
『
住
吉
社
歌
合
』『
広
田
社
歌
合
』
の
奉
納
と
位

署
と
俊
成
」（『
国
語
国
文
』
78
巻
7
号
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
参
照
。

（
20
）　

峯
岸
義
秋
注
7
著
608
頁
。

（
21
）　

大
日
本
古
記
録
『
小
右
記
一
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）
に
よ

る
。

（
22
）　

以
下
、『
順
徳
院
御
記
』
は
増
補
史
料
大
成
『
歴
代
宸
記
』（
臨
川
書

店
、
一
九
六
五
年
）
に
よ
る
。

（
23
）　

伊
地
知
鐵
男
『
連
歌
の
世
界
』（
一
九
六
七
・
八
、一
九
九
五
・
九
新
装

版
に
よ
る
、
吉
川
弘
文
館
）「
3
十
三
世
紀
前
半
の
鎖
連
歌
」、
木
藤
才

蔵
『
連
歌
史
論
考　

上　

増
補
改
訂
版
』（
明
治
書
院
、一
九
九
三
年
）

第
二
章
「
二　

有
心
無
心
連
歌
の
流
行
」、山
本
啓
介
「
定
家
と
連
歌
」

（
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
32
号
『
連
歌
の
圏
域
』、
二
〇
二
四
・

 

一
二
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
参
照
。

（
24
）　

松
本
麻
子
『
連
歌
文
芸
の
展
開
』（
二
〇
一
一
・
六
、風
間
書
房
）
第

一
章
第
二
節
「
後
鳥
羽
院
時
代
の
連
歌
に
見
え
る
句
末
表
現
」
51
頁
参

照
。

（
25
）　

注
11
論
文
参
照
。

（
26
）　

注
20
山
本
論
に
、
順
徳
天
皇
内
裏
の
連
歌
に
つ
い
て
考
察
が
あ
る

（
55
頁
）。
ま
た
『
八
雲
御
抄
』
正
義
部
に
「
連
哥
」
の
項
目
が
あ
り
、

『
袋
草
紙
』「
連
歌
骨
法
」
と
比
較
す
る
と
、鎌
倉
初
期
の
現
状
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。

（
27
）　
『
女
房
文
学
史
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）「
四　

建
永
元
年

七
月
十
二
日
『
五
首
歌
合
』」
参
照
。

 

（
本
学
文
学
部
教
授
）
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建
保
三
年
六
月
十
一
日
月
卿
雲
客
妬
歌
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順
徳
天
皇　

藤
原
定
高


